
令和３年度全国学力・学習状況調査 分析 

国語 

 

分析及び課題対する手立て 

全ての項目において神奈川・全国平均を上回る結果となった。特に「話すこと・聞くこと」と「伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項」では8割を超える結果となった。  

 授業の中でパネルディスカッションやスピーチなど、話す活動を重視して行った結果が表れている。 

 「読むこと」に関して、平均は上回っているものの正答率が低い傾向が見られた。「読むこと」の力の向上が今後の課題

となる。小説では、登場人物の心情や関係などを的確に読み取る力・論説文では筆者の意見を正確に読み取る力の育

成を目指したい。 

 

数学 

 

分析及び課題対する手立て 

全ての項目において神奈川・全国平均を上回る結果となった。正答数の最頻値が 13問 14 問であることと、正

当数が低い生徒が少ないのが特徴である。普段からの課題への取り組みや、家庭での学習の成果が表れている。

また、少人数授業を習熟度で分けた成果も見られた。 

 答えを求める方法を説明する問題や、グラフの特徴を基に説明する問いに関しては、正答率が低い傾向がみら

れた。事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができる、データの傾向を的確に捉え，

判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる力を養う指導を目指したい。 

 


